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日常生活史D氏 の場合
「1900年 か ら1933年 までの ブラウンシュヴ ァイクにお ける

労働者の 日常生活」(そ の四)

宝 福 則 子

は じめ に

本稿は,『人文研究』第91輯,第97輯,第98輯 に続 く,「1900年 から1933

年までのブラウンシュヴァイクにおける労働者の日常生活」のインタビュー

資料分析 シリーズのひとつである。この資料の由来や分析方法等については,

第91輯 を参照 されたい。

当該資料 は,1980年3月31日 に,D氏 のブラウンシュヴァイクの自宅での

3時 間にわたるインタビューをA4タ イプ用紙60ペ ージに書 き起 こした も

のである。

ここで,参 考のため,ま ず,D氏 の略歴 と両親 について簡単 に記 してお く。

1905年6月21日 ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ クで 誕 生

職 業 塗 装 工,1923年 ～1925年 ま で 遍 歴 旅 職 人,1929年 マ イ ス タ ー資 格 試

験,1931年 よ り自営 塗 装 業 者

1919年 ～1925・25年 まで 塗 装 工 同 盟 員

1931年6月13日(ク リー ニ ング 業 の)ロ ー ラ ー仕 上 げ女 工 と結 婚

父1873年 または1874年 にアイヒスフェル トのヴィンニゲローデで誕生

1954年 にブラウンシュヴァイクで死亡,職 業 はビール醸造職人,食 糧・

飲料労働者同盟員

母1874年 にブラウンシュヴァイクで誕生,1957年 にブラウンシュヴァイ

クで死亡
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職業 はアイロンかけ女工,未 組織労働者,2回 の出産

1.両 親 に つ い て

私 の父 は,1873年 か78年 生 まれ だ っ た と思 い ます が,今,確 か で は あ り ま

せ ん 。73年 か74年 だ っ た か も しれ ませ ん 。笑 っ て し ま う の で す が,父 の 出 身

地 で あ る,ア イ ヒス フ ェル トEichsfeldの クー ドル フKuhdoOfの 教 会 局 の書

類 に よ る と,父 は,同 じ年 の1月31日 に洗 礼 を 受 けて,2月3日 に 生 まれ て

い る の で す 。 しか し,父 に よ る と,1月30日 に ア イ ヒス フ ェル トの ヴ ィ ン ニ

ゲ ロー デWinnigerodeで 生 まれ,2月 に洗 礼 を受 けた とい う こ とで す 。い つ

頃,父 が ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク に 出 て き た の か は,分 か りませ ん。

父 は,ビ ー ル 醸 造 職 人 で した が,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ク以 外 で働 い た こ と

が あ るか ど うか は,分 か りませ ん。 最 後 は,フ ェル トシ ュ レ ス ヒェ ン ・ビ ー

ル 会 社 の工 場Feldschlb'βchenBrauereiで 働 い て い ま し た。そ の前 は,ル ー ド

ヴ ィッヒ通 り五%伽 鄭 磁 βθの レー ヴ ェ ン ・ビ ー ル 会 社 の 工 場 五伽 侃 伽%瑠

に い た の で す が,こ の二 つ の ビー ル会 社 が,1924年 か25年 に合 併 され た か ら

で す 。 フ ェ ル トシ ュ レス ヒ ェ ン ・ビー ル 工 場 は,以 前 はマ ダ ー メ ンヴ ェー ク

Madamenwegの シ ュ トライ トベ ル クStreitbergと い う名 前 で した 。そ し て,

これ が レ ー ヴ ェ ン ビ ー ル 会 社 と合 併 した の で す 。 父 は,こ の 合 併 で 失 業 した

とい うわ け で も あ り ませ ん 。 私 が知 っ て る か ぎ りで は,彼 は失 業 した こ とが

な い と思 い ます 。 とい うの も,父 は私 た ち に い つ もマ ル ツ ・ビー ル(ア ル コ ー

ル 分 の 無 い黒 ビー ル:宝 福 注)を 持 っ て帰 っ て き ま した か ら。 そ こで 働 い て

い る者 は,た だ で ビー ル を貰 え た の で す よ。昔 は,そ の ビー ル は 白 い瓶 に入 っ

て い て,家 に持 ち帰 っ て も良 か っ た の で す が,今 は も う,そ う い う こ とは あ

り ませ ん。

父 は,母 との 結 婚 以 前 に他 の女 の 人 と結 婚 して い た こ と もあ り ませ ん し,

私 生 児 を も う けた こ と も あ り ませ ん 。父 自身 も正 式 の 結 婚 で生 まれ て い ます 。

両 親 が い つ 結 婚 した の か,ま た 結 婚 前 に婚 約 し て い た の か ど うか も知 り ま

せ ん 。 そ れ に,い つ,ど の よ う に して,両 親 が 知 り合 った の か も知 り ませ ん 。
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父は,政 党 に属していたことはありませんが,食 糧 ・嗜好品労働組合の加

入証のようなものは,貰 っていましたから,お そらく労働組合 には所属 して

いたのでしょう。食糧 ・嗜好品(労 働組合)NahrungundGenuBで す。

父は,そ の他 には,政 党にもスポーツ協会にも演劇協会にも入 ってはいま

せんでした。彼 は,政 治的な関心はなかったので,政 治的な活動 はまった く

何 もしませんでした。父の出身地は,リ ュッ トィエン村ですが,父 の家族は

とても貧しくて,お 金 もなかったので,父 たちは,子 供の時から働かなけれ

ぼならなかったのだそうです。後に,こ こブラウンシュヴァイクに出て来て

か らも,父 は,ど このサークルや協会にも入 りませんでした。

父は,1954年 に,私 の姉が亡 くなったのと同じ年に,ブ ラウンシュヴァイ

クで亡 くな りました。病気が原因で した。

母は,1874年5月20日 にブラウンシュヴァイクで生 まれました。彼女は生

粋のブラウンシュヴァイク人です。母 は,教 会から脱退はしませんで した。

教会のせいで,い つも大騒ぎでした。彼女は,教 会から脱退することができ

なかったのです。母か ら教会 を取 り上げることはできなかったのですよ。彼

女は,そ れほど頻繁に教会へ行ったわけではないのにです。それは,つ まり,

彼女は,い ろいろな裕福 な家でアイロン掛 けの仕事 をしていました。昔は,

そういう仕事があったのです。教会通いに熱心な女客がいて,そ の人たちの

ためにアイロン掛 けをしていたわけですが,そ のために脱退できなかったの

です。母 は,私 の誕生後 もアイロン掛 けの仕事をしていました。雇われてい

た というわけでな く,個 人の家 に 「私の家で一 日,ア イロン掛けをしてもら

えるかしら?」 と頼 まれると,そ の家に行 ってアイロン掛けをするという種

類 の仕事でしたから,年 金の掛 け金を払 う金などは,あ りませんでした。仕

事 は,い つ も他人の家 に行ってしていました。

母は,国 民小学校 に通いました。仕事 はブラウンシュヴァイクで,週 に3

日か4日 働 いただけで,そ れ以上は働 きませんでした。二人の子供たちが ま

だ小さかった ということもあ りましたが,暇 つぶしのようなものでした。母

の仕事 とはいっても,そ れは定職ではあ りませんでしたか ら,従 って,失 業
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ということもなかったのです。母 は,何 かの協会や労働組合 にも加盟 しては

いませんでした。

母 も,父 との結婚前に結婚 していたことはあ りません。母 は,流 産や死産

をした こともあ りませんでした。 というか,私 は,そ のことについては知 り

ません。母が私生児だっったか どうかは知 りませんが,多 分,正 式の結婚か

ら生 まれたのだと思います。そんなことについて,母 に問いただしたことは

あ りませんでした。

母 は,1957年 に卒中の発作 を起 こし,そ の後 に血栓症を併発し,病 院で亡

くな りました。父は,1954年 に,彼 女よりも先に亡 くなっています。

2.姉 に つ い て

私には姉が一人お りました。 この姉の他に兄弟姉妹はおりません。彼女は

エルゼElseと いう名前で,1900年12月6日 にブラウンシュヴァイクで生ま

れ,1954年 に,1年 半ほ どの入院生活の後に亡 くなりました。

彼女は,1924年 に結婚 しました。彼女は結婚前 は,ブ ラウンシュヴァイク

で事務員 として働いていましたが,結 婚するまでだけのことです。結婚後は

主婦でした。私の義兄,つ まり姉の夫の誕生 日は,1月2日 でした。今 はも

う,は っきりと覚えてはい ませんが,た しか1899年 生 まれで した。彼の職業

は,活 版印刷の植字工で した。彼は,後 には機械植字工の仕事を習得ました。

ベル リンで学校 に行ったのです。姉 は子供は一人 も産みませんで した。私は

この姉 とも良 く理解し合っていました。

3.祖 父母 と叔 父 について

祖父母

私 は祖父母たちのうち,母 方の祖母 しか知 りません。父方の祖父母 と母方

の祖父は知 りません。彼 らが何歳 まで生きていたのか もわか りません。父方

の祖父母は,ア イヒスフェル トEichsfeldで 暮 らしていました。母方の祖父母

はブラウンシュヴァイクの出身で,ブ ラウンシュヴァイクで暮 らしていまし
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た。父方の祖父 は,亜 麻布織工だったそうですが,は っきりとは知 りません。

たまた ま知 ったのですが,母 方の祖父は,錠 前師で した。母方の祖母 は主

婦でしたが,税 関で掃除婦をしていました。父方の祖母 は,農 業に従事 して

いました。

叔 父

私 に は,叔 父 が 一 人 い て,彼 は 「ナ シ ョナ ル 」社Nationalの 配 達 人 で した 。

彼 は2日 間 に わ た っ て広 大 な 地 域 を配 達 し て 回 っ た もの で す 。 一 度,私 も彼

の馬 車 に乗 っ て,配 達 に付 い て 回 っ た こ とが あ ります 。 そ こで,私 は村 の 中

で わ ざ と馬 を左 に引 い て み ま した 。 馬 は,全 然,私 に惑 わ され ず に,ち ゃ ん

と右 に 引 い て い き ま した 。 そ う し て,店 屋 の前 で停 ま る と,店 屋 の お か み さ

んが 出 て きて,「 ヘ ル マ ンお じ さ ん や,も う私 の 所 に着 い た わ よ。 目 を覚 ま さ

な くち ゃ あ」 と言 った の で す よ。

そ う した ら,彼 は馬 か ら降 りま した 。 そ こで,昔 は棒 状 の氷 が あ り ま した

が,そ の 氷 を空 の氷 用 の箱 に 入 れ て,ビ ー ル の荷 降 ろ しを し ま した 。 そ れ か

ら,彼 は宿 屋 に馬 車 を進 め て,そ こ に泊 ま り ま した 。翌 日,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ

イ ク に帰 っ て くる 時,叔 父 さ ん が,馬 に は何 も指 示 し な い の に,馬 は勝 手 に

戻 っ て き ま した 。彼 は カ ー ル ・シ ュ ミッ ト通 りKarl-Schmidt-StraBeに 住 ん で

い て,そ こ に イ ー リ ン ク ス ・ビー ル 会 社 の 工 場IhringsBrauereiが あ り ま し

た 。 現 在,ア イ ヒ ャー ・コー ヒ ー の 焙 煎 工 場EicherKaffeerb'stereiが あ る と

こ ろ で す 。 あ そ こ は ビー ル 工 場 だ っ た の で す よ。 そ こで 馬 は まず,環 状 通 り

を下 っ て,ハ ン ブル ガ ー 通 り,カ ー ル ・シ ュ ミ ッ ト通 りへ行 き,そ こで グ ル ッ

と半 円 を描 き ます 。 そ うす る と番 地 が1番 の 家 の前,つ ま り,角 で 停 ま り ま

す 。 そ こ に彼 が 住 ん で い た の で す 。 そ うす る と,叔 母 さ んが 上 の 階 か ら下 に

降 りて き ます 。 馬 の 道 具 を降 ろ して,叔 父 さ ん と二 人 で 馬 に餌 を与 え ます 。

それ が す む と,ま だ酔 っ ぱ らっ て 眠 っ て い て 役 に立 た な い の で,叔 父 さ ん は,

家 に上 が って い き ます 。 叔 母 さん が 財 布 を持 っ て,御 者 台 に坐 り,そ の馬 車

で ビ ー ル 会 社 の工 場 まで 操 縦 して い くわ けで す 。 まっ た くの一 人 で 工 場 の 中
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庭 まで,何 のためらいもなく,馬 車 を駆ってい くのですよ

4.両 親の住居 とその界隈

私は,両 親がルー ドヴィッヒ通 りLzadwigstraBe29番 の住居 に住んでいた

時 に,そ こで生 まれました。それから1933年 に結婚するまで,旅 の遍歴職人

の時代の数年間以外は,ず っとそこに住んでいました。引っ越 した ことはあ

りません。その両親の住居 には,4部 屋ありました。

父は,昔,よ く 「一週間分 の賃金が,1カ 月分の家賃だ」 と言っていまし

た。つまり,光 熱費等 も込みでしょうが,父 は,住 居のために一週間,働 い

たということです。

両親の住居の中に私たち家族用だけのの廊下 はあ りました。その他に,地

下の部屋 と屋根裏の物干 し部屋 もありました。 トイレも住居の中にありまし

た。風 呂はありませんでした。1900年 頃,つ まり,98年,99年,1900年,

1901年 に建てられた住居 には,大 体,ど こも風 呂は付いていませんでした。

地下 に トイ レのあ る家 も多 かった ものです。当時の フ リー ドリッヒ通 り

FriedrichstraBeの 家々で は,ト イレは地下 にあ りました。マ リーエ ン通 り

MarienstraBeに 建 っていた家の人たちは,家 の後 ろ側 にある中庭の トイレに

行かなければならなかったのですよ。彼 らは,冬 にはいつ も中庭 を走っていっ

たものです。

住居の中に トイレがあり,4部 屋の住居 というのは,当 時としては,設 備

が整った,快 適な住居だった と言えるで しょう。今 日では,「設備が整った快

適な住居」には風 呂がなくてはなりません。台所 と素敵な廊下 も住居の中に

ありました。物置や他の小部屋は住居の中にはありませんでした。 この住居

に4人 で住んでいました。両親,姉 と私の4人 です。部屋の又貸 しはしてい

ませんでした。祖父母 も一緒 に住んではいませんでした。

ルー ドヴィッヒ通 りは,ビ ール工場の労働者やビール運搬馬者の御者,そ

れに屠殺場の屠殺職人などが住人でした。それからゴミ収集馬車 に乗ってい

る労働者などでした。
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それ に缶 詰 工 場 で働 く婦 人 達 もた くさ ん住 ん で い ま した 。缶 詰 工 場 が,カ ー

ル ・シ ュ ミ ッ ト通 りに あ り ま した 。 ミ ッテ ル ヴ ェ ー クMittelwegに もあ り,そ

れ か ら,ミ ッテ ル ヴ ェー クか ら鉄 道 の 線 路 を越 え て す ぐ右 側 に タ ウ ベ ン通 り

TaubenstraBeが あ ります が,そ こに も缶 詰 工 場 が 二 つ あ り ま した 。そ れ にハ

ン ブル ガ ー 通 りの シ ュマ ル バ ッハ 缶 詰 工 場Schmalbachで,こ れ で 全 部 で す 。

シ ュマ ル バ ッハ 缶 詰 工 場 の とな り に,ウ ニ オ ン社 砺 加 の ブ リキ工 場 が あ り

ま した 。 この 工 場 も後 に す べ て シ ュマ ル バ ッハ 社 が,買 い 取 った の で す 。

ル ー ドヴ ィ ッ ヒ通 り に は,そ の他 に,事 務 職 の 仕 事 を して い る人 々 も,数

人 は住 ん で い ま した 。 で も,国 家 公 務 員 は住 ん で は い ませ ん で した 。 教 師 の

よ うな 職 業 の人 も,全 然,住 ん で は い ませ ん で した 。 公 務 員 や 教 師 は,ど ち

らか とい う と,ゲ ッ テ ィ ング 通 りGb'ttingstraBeや ポ ッケ ル 通 りPockelstraBe

に住 ん で い ま した 。 ポ ッケ ル 通 りや ツ ィ ン マ ー 通 りは,こ の 地 域 で した が,

こ こ い ら辺 の 通 り に 教 師 が 多 く住 ん で い ま し た 。 そ れ に ハ ー ネ ン リ ン ク

flanenringに も教 師 が 多 か っ た ので す が,当 時 のハ ー ネ ン リ ン ク は,今 とは

全 く様 子 が ち が い ま す。 空襲 のせ い も あ り ます が,ハ ー ネ ン リ ンク は,当 時

は,た だ の狭 い,通 り抜 け道 だ っ た の で す 。

ハ ー ネ ン リ ン ク,ア ル テ ヴ ィー ク リン クAltewiegringを 通 り,フ ンボ ル ト

通 りHumboldtstraBeを 越 えた ら,左 側 の先 の 道 に入 っ て い き ます 。そ うす る

と。 カ ー ル 通 りKarlstraBeで す が,こ の カ ー ル 通 りに,問 題 の 土 地 が あ る の

で す が,昔 は,こ れ の 向 か い にパ ン屋 が あ り ま した 。 この パ ン屋 は,カ ー ル

通 りの 角 地 に あ った の で す 。 そ こに 小 さ な抜 け道 が あ り ま した 。 この 抜 け道

は,ペ ンキ 屋 の小 さな荷 車 が か ろ う じ て通 れ る く らい の 幅 が あ るだ けで した 。

この抜 け道 が,グ リー ス マ ー ロ ー ダ ー 通 りへ の連 絡 道 路 に な った の で す 。 そ

れ が,今 で は,拡 張 さ れ た ハ ー ネ ン リン ク に な った の で す 。そ うで な け れ ば,

ブ リ ュー テ ン ヴ ェー ク β疏 朋 彫gか ら ツ ィ ン マ ー通 りZimmerstraβeへ 抜

け るか,軍 隊 の 病 院 の あ っ た ラ ン ガ ー ・カ ム プLangerKampか ら回 り道 を

しな けれ ば な ら なか っ た の で す 。 この 軍 隊 の病 院 は,今 は,結 核 患 者 用 の病

院 に あ っ て い ます が,そ の 他 の感 染 病 患 者 も この 病 院 で 治 療 を受 け る こ とに
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な っ て い ま す。

5.学 校生活
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私の遊 び友達みんなが,同 じ学校へ行っていた というわけではありません。

いろいろの子供が,私 の通っていた,ペ スタロッチ通 りの学校へ行っていま

したが,そ の学校では,授 業料 を払わなければならなかったのです。中級市

民学校 もい くらか授業料がかか りました。で も,「木靴カタカタ学校」は授業

料がかか りませんでした。昔 はそうだったのです。中級市民学校の後は,上

級学校でしたが,費 用は中級市民学校 より,も っとた くさんかか りました。

私たちの両親は,そ の費用は払 えないので,私 たちは行けませんで した。

学校では,時 々,殴 られ ることがあ りました。私たちの先生 は,誰 かが悪

さをすると,誰 がやったかはお構 いなしでした。 もし,言 うことときかない

と,学 校から 「青い手紙」を貰いましたが,他 には,説 教された り,教 室の

後ろに立たされるなどのお仕置 きを受けたことはあ りません。私の学校 は,

全 くの男子校で した。女子校では,お 仕置きはなかった とよ く聞きますが,

私の妻 は,女 子校でしたが,手 を前 に出さされて,そ れを叩かれた り,お しゃ

べ りをした時などは授業が終わった後,教 室に残 されて,笑 い者にされたそ

うです。

学校が終わると,私 たちは,よ く,ほ っつき歩いたものです。当時,週 に

2回 は午後の授業があ りました。つまり,朝7時 に学校へ行 き,1時 に授業

が終わりました。そして,午 後の3時 から4時 か5時 まで,体 操か,絵 や他

の何かの授業を受 けなけれぼな りませんでした。水泳 もありました。週に2

回で した。今 は,子 供達は土曜日は学校へ行かな くともよいけれど,当 時は,

週に6日 間,学 校があ りました。

6.子 供時代の労働 と遊び

子供時代 に,お 金 を稼 ぐために働 いたことはありません。せいぜいが,リ

ンゴの木からリンゴを盗んだ くらいで,朝 にパンの配達をしたこともありま
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せん。だから,自 由に遊ぶ時間は充分 にありました。家事 は,私 の母がして

いましたか ら,家 の中の仕事 を手伝ったこともあ りません。

近所の子供達で,家 に庭がある子供 は,庭 仕事 を手伝わなければなりませ

んでしたが,私 の家には庭がありませんでしたから,庭 仕事 を手伝うという

こともありませんで した。父は,特 に庭が好 きだった というわけではなかっ

たのです。仕事場で終業時間になったら,彼 にとって,そ れが終業時間なの

です。 もう,そ れ以上に働 くっ もりはなかったのです。終業 になると,街 へ

出て,私 たちに蠣細工か浮 き出し細工か何かのおみやげを買って帰って来 る

のです。もう彼の余暇の時間ということです。

当時,同 じ年頃の他の子供達 よりも私の方が自由に遊ぶ時間が特に多かっ

た,と いうことはない と思います。みんな同 じくらい遊ぶ時間はあったけれ

ども,私 はパンを外 に持って出て,食 べることは許 されませんでした。いろ

んな子供がいましたが,外 か ら家にいる母親 に向かって,「お母さん,下 にパ

ンを放 り投 げてちょうだいよ。お腹がへったんだ」 と叫び,家 の中の母親か

らパ ンを貰うのですが,私 達 は家に戻 らなければな りませんでした。その子

供達は,外 でパンを食べて,そ のまま遊び続 けるのです。私たちは,他 の子

供達 と同じように,外 で食べ ることは許 されませんでした。っまり,私 たち

のパンの上 にジャムしかのっていないとか,厚 いソーセージがのっているな

どということを,他 人が見ないようにということでした。当時,こ の界隈に

は子沢山の家族がた くさん住んでいました。当然,子 沢山の家族 は,1人 か

2人 の子供 しかいない家族のような暮 らしはできません。昔は,そ んなにた

くさんのお金を稼 ぐことはで きなかったのですか ら。

子供の時の遊び場所 は,家 の向かいにある畑で した。アスパラガス畑の畝

と畝の間 を遊 び場にしていました。子供時代 は,割 れ物 を投げて割 った り,

包囲戦 ごっこや,「 持つ」`翫 μ伽'と いう遊びをしました。 この 「持つ」 と

いう遊びは,ボ ールを持っている子が,そ のボール を投 げます。私がボール

を投げたとします。そこに4人 の子供がいます。そうすると,今 度 は誰がそ

のボール を持つのか,と い う意味で 「持つ」という名前で呼んでいたのです。
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そ の ボ ー ル を キ ャ ッ チ した 子 供 が,今 度 は こち らへ 来 て,ま た そ の ボ ー ル を

投 げ る とい う遊 び で した。 それ に 「か くれ ん ぼ 」 も し ま した 。

お 祭 りの市 が あ る と,私 た ち は,50ペ ニ ッ ヒ も ら った もの で す 。 そ の お 金

で,ナ ッ ツ の お 菓 子 を買 っ て,家 に持 って 帰 らな けれ ば な りませ ん で した 。

で も,い つ も銅 貨1枚 で 買 え る,小 袋 入 りの もの を買 い ま した 。 そ の残 りの

お金 を,私 た ち は,メ リー ゴー ラ ン ドに乗 っ た り,ボ ー ル 当 て を した り,何

か の遊 び に使 い ま した 。 お 金 が な くな る と,メ リー ゴ ー ラ ン ドを押 した も の

で す 。 当 時,ま だ 馬 は使 っ て い な か っ た の で,人 力 で 回 して い た の で す 。 私

た ち は,下 で グ ル ッ とひ と回 り分 を押 す と,4回,只 で乗 せ て も らえ た の で

す。 そ して,並 んで,2回 分 の オ ル ガ ン回 し を手 伝 う と,10回,メ リー ゴー

ラ ン ドに乗 せ て も ら え ま した 。手 伝 っ た分 は,す ぐに乗 せ て も らわ な くて も,

翌 日 に乗 せ て も ら う こ と もで き ま した 。 私 た ち は,ル ー ドヴ ィ ッ ヒ通 りに住

ん で い ま し た か ら,祭 りの あ る広 場 まで,ひ と っ飛 び で した 。

私 が 子 供 時 代 に 遊 ん だ仲 間 は,私 の 年 頃 の男 の 子 の乱 暴 者 ばか りで した 。

昔 は,男 の 子 は,女 の子 と は遊 ば ず に,男 の 子 とば か り遊 ん で い た も の で す 。

私 の 妻 は,男 の子 と も遊 ん で い た と言 い ます が,彼 女 自 身 が 男 み た い で す か

ら。 私 の 妻 は,モ ル ゲ ン ラ ン トMorgenland出 身 で す 。 昔,ヌ スベ ル ク通 り

Aizaβbergstraβe,マ リー エ ン 通 りMarienstraβe,コ メ ニ ウ ス 通 り

Comeniusstraβe等 の ヌ ス ベ ル ク 界 隈 を モ ル ゲ ン ラ ン ト と呼 ん で い た の で す

が,彼 女 は,こ こで 生 まれ育 った か らで す よ(こ の 界 隈 は,柄 の悪 い地 域 と

さ れ て い た:宝 福)。

7.職 業

私 は,塗 装工の見習いとして,ブ ラウンシュヴァイクで職業生活 を始 めま

した。塗装業のマイスターの資格 を持つクラッツェンシュタイ ンKratsen一

吻 勿 親方の元で修業 を始めましたが,ず っと彼の ところで働いたわけではあ

りません。その後,1925年 まで2年 半ほど遍歴職人 としての旅に出たのです。

北のハンブルクにまで も行 きましたが,ど こでも短期間の客分 として働 いた
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のです。当時,遍 歴修業 をしなければならなかった というわけではあ りませ

んでした。でも,私 は遍歴修業をしてみたかったのです。私たちは4人 一緒

でした。いわば,家 出をしたのですよ。その内の一人は,そ の後にアルゼン

チンにまで行ってしまいました。彼 は,そ の後,私 もアルゼンチンに来 るよ

うにという手紙 を書いてきました。 しか し,私 の母が病気で,し かも,姉 が

結婚 して しまったために,そ の目論見 はそのままになってしまったのです。

その後,私 たちの連絡は途絶 えてしまいました。

1925年 から29年 の問は,塗 装職人 として働いていました。で も,1929年

までは,い ろいろな会社で働いていました。ある会社で3年 間も続けて働 き

ましたが,そ の他では,6週 間だった り,8週 間だった りと,い つ も短期間

しか同じところでは働いていませんでした。時期にもよりましたし,私にとっ

て,も う快適ではない と思ったら,ま た旅に出てしまうのです。当時は,塗

装工同盟か ら1マ ルクの旅遍歴用支援金が出ていたのです。昔は,ま だそう

いったいろいろなものがありました。

そして,私 は1929年 にマイスター試験 を受けたのです。その時,私 はまだ

24歳 にもなっていない若造でした よ。マイスター試験は,1929年 から30年

にかけてでした。そして,塗 装マイスター として31年 から独立 したのです。

義理の父も塗装マイスターだったので,29年 か ら31年 の間は,彼 の もとで働

きました。そして,1970年 に職業生活 を終えました。

失業 していた期間というのは,3,4日 間,仕 事がないということはあ り

ましたが,実 際には失業 したことはないと言えます。その3,4日 間 という

の も,冬 期のクリスマスの頃の,ち ょうど端境期のことで した。1カ 月 とか

長期にわたって失業 した ということは,ま った くあ りません。

昔は,工 場で働 くにしても,ゆ った りと静かに仕事ができました。しかし,

今では,仕 事 といえぼ,せ わ しない ものです。例えば,昔,私 が部屋の壁紙

を張 り替 える仕事 をしていた時な どは,じ ゅうぶん,時 間をかけることがで

きました。その他にも,昔 は,壁 紙 も今の物よりも厚かったものです。私た
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ちは,昔 は,出 来合いの糊 は,ま だ使っていませんでした。糊を作 るために,

ライ麦粉を買い,ラ イ麦粉 を煮て,糊 を作 らなければならなかったのです。

今いる,こ の部屋 くらいの大 きさの部屋の壁紙 を張るのに,私 は一 日いっぱ

いかけて,糊 作 りをしたものです。 しかし,今,私 が同じ仕事をするとした

ら,親 方 としては,少 な くとも,す べての壁紙張 りを一 日で終わ らせなけれ

ばならないでしょう。そうでなければ,儲 けることがで きませんか ら。昔は,

1巻 きの壁紙を50ペ ニッヒで張った ものです。しかし,今 は,1平 方メーター

単位で張 ります。そして,み んな自分の部屋の壁紙 を上手に自分で張 り替 え

た りします。

8.両 親 との親子 関係

私は,両 親のどちらとも同じ程度に良 く理解 しあっていました。 どちらの

方が良かった と差をつけることはできません。私 は,と ても良い家庭で育ち

ました。両親は愛情あふれた育て方をして くれ ました。 もちろん,悪 戯 をし

た時には,少 しばか りお尻を叩かれましたが,そ んなことはどこの家でも行

われていたことです。だか ら,両 親について,文 句など言えません。

姉 と喧嘩をした ことはありませんで した。何か悪いことをした時は,1回

目は許 してもらえましたが,2回 目にはお尻をひっぱたかれることになって

いました。それで も,一 度 も叩かれた ことはありませんで した。一度,1階

の窓ガラスを壊した事があります。その時,父 は 「今度,窓 ガラスを壊 した

ら,尻 をひっぱた くからな」と言いましたが,そ の2,3週 間後に,ま た もう

一度
,3階 の窓ガラスを壊 しました。で も1階 の窓ガラスではなかったか ら,

殴られずにすみました。3回 目にガラスを壊す こともなかったので,ガ ラス

のせいで,父 にお尻を叩かれることはありませんで した。

私の妻は,布 団たたきで叩かれたことがあるということですが,私 は,布

団たたきなどで叩かれたことはあ りませんでした。私の妻は,親 にずいぶん

叩かれたということですが,私 たちきょうだいは,い ずれにせ よ,叩 かれた

り殴 られた りした ことは,ほ とんどありませんで した。私たちは,こ ぎれい
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な地域 に住んでもい ましたし,お となしかったのです。私が最後に殴 られた

はのは,12歳 の頃だった と思います。

私の妻の母親 は,そ の時 にちょうど手に持っている物,た とえばブラシな

どで叩いた ということです。彼女の父親は,あ まり叩いた り殴 った りしなかっ

た ということですが,も し,殴 るとしたら,妻 だったそうです。 もし,殴 ら

れた ら,2週 間は坐ることもできない くらいに,手 ひ どかったらしいです。

妻は,16,7歳 になるまで殴 られたそうです。つまり,彼 女が,10時 門限を

守 らずに帰宅 した時など,5分 遅れて も,「お前は5分 遅れて帰ってきたか ら,

一発,お 見舞いだ」 と言って,殴 られたそうです。妻の家の近 くの市の公園

では,彼 女が15歳 の頃,い つ も軍隊のコンサー トがあって,軍 楽隊の隊長が

素敵で,女 の子たちが夢中になったのだそうです。そのコンサー トが,10時

半まで続いた ということです。

私の両親 は,子 供達のいる前では,お 金のことについて,話 した ことはあ

りません。私たちは,お 小遣いをもらいました。そして,私 や母が,父 に「お

父さん,少 しお金がい ります」 とか,「 子供の何 と何 を買わなくちゃあ……」

とか言って,父 からお金を貰 うと,「さあ,町 へ買い物 に行 くわよ」という具

合で した。父 と母がお金のことで,何 やら機嫌悪そうにしているのに気づい

た時は,私 たちは,「僕たちは外に行 くよ」と言って,さ っさと外に出ました。

当時,私 たちは,ま だ小さ くて,そ んなことを両親 と話すほどにか しこくな

かったのです。

その後,成 長 してか らは,私 は,い つも外に出ていて,家 にはほとんどい

ませんでした。朝早 くに家を出て,仕 事場 に行 き,4時 か5時 に仕事が終わ

ると,家 でちょっと何かを食べて,ふ たたび外出しました。それから,12時

か1時 半 に帰ってきたものです。私たちは,1階 に住んでいましたが,家 の

前に戻 ると,家 の鍵で家の外壁 を叩 くのです。そうすると,母 が出てきて,

ドアを開けて くれたものです。昔は,竈 がありましたが,母 はコー ヒーが好

きだったので,「喉が乾いているかい?コ ーヒーを飲 もうか?」 「ハルマ(ダ

イヤモンドゲーム風の盤上ゲーム)を1ゲ ームしようか?」 と聞いた もので
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す。彼女は,私 とハルマ ・ゲームをするのが,好 きで した。

父は,そ ういう遊びには向いていませんでした。そうやって,帰 宅後 にハ

ルマ ・ゲームを1回 戦 して終わると,も う3時 半になっていました。そんな

に遅 くまで起 きていても,朝,私 が母 にを起 こされたのは,た ったの1回 だ

けでした。「お若い人,起 きるつ もりがあるの?仕 事に行かな くちゃあなら

ないのだか ら,も う起 きな くてはいけないよ!」 と母が言って,一 度だけ,

起 こされました。 もし,そ のまま寝ていた ら,そ れで終わ りでした。私 も,

同じように,私 の子供達 を1度 だけ起 こした ことがあります。

私 は,子 供の時に,両 親 と自分の抱 えている問題 について話した りするこ

とはあ りませんでした。両親か ら男女の性について,説 明を受けた こともあ

りませんで した。私たちは,自 分で学んだのです。っまり,誰 かが話 してい

るのを盗み聞 きして,覚 えたということです。

政治については,両 親の家で話し合った事は,ま った くありませんで した。

9.結 婚

私 は,1931年6月13日 にブラウンシュヴァイクで結婚 しました。私 と妻

は,「家 と郷土」と題 した,あ る展覧会で,私 が20歳 で,妻 が18歳 の時に知

り合いました。彼女は,そ の展覧会の会場の隅っこに立っていたのです。そ

こで私は,す ぐに彼女に話 しかけました。そして,次 の日にまた,そ こへ行

きました。彼女は,ま だというか,も う,そ こに立 っていました。そんな風

にして,知 り合った というわけです。私 はその時,彼 女に近づいて,「すみま

せんが……」 とか何 とか言ってみて,話 をするきっかけを作ったのです。

幸福なことに,ま だ妻 と結婚 しています。私にとっては,こ の結婚が最初

で最後の一回きりの結婚です。妻は,ヒ ルデHildeと いう名前で,1908年6

月22日 にブラウンシュヴァイクで生まれ,そ して育ちました。彼女の誕生日

は,ち ょうど私 と1日 ちがいです。彼女の結婚前の名前はオールロッゲOhl-

roggeで す。私たちは,教 会で結婚式を挙げています。新教です。私の妻は,

結婚 した時,ま だ新教の教会 に所属 していました。それで彼女が教会での結
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婚式 を望んだのです。彼女 は,今 もまだ,教 会に所属 しています。

妻 は,結 婚前,ク リーニング店でローラー仕上げの仕事 をしていましたが,

結婚後 も仕事を続 けました。彼女は,1950年 頃 まで仕事を続 けていました。

彼女の父親はも塗装マイスターで,母 親 は専業主婦で した。妻 は,結 婚前は

ヌスベルク通 りNuBbergstraBe32番 の両親の家に住んでいました。公園に近

いほうです。

私たちは,1928年 に婚約 し,31年 に結婚 したのですから,結 婚前の婚約期

間が3年 か4年 もあ りました。というのも,私 はまずマイスター試験 を受け,

その後,独 立した りといろいろと大変だったか らです。つ まり,結 婚前に自

分の生活基盤を作 りたかったというわけです。私たちは,も う婚約する数年

前にいい仲 になっていたので,婚 約にっいては,突 然,決 まりました。妻 と

の婚約以前 に他の女の人 と婚約 した ことはありません。当時,婚 約などとい

うことは,簡 単にするものではあ りませんでした。一般的に,大 変,真 面 目

に考えられたものです。

私たちには,2人 の子供がいましたが,一 人が亡 くな り,今 は,息 子が一

人だけです。上の子のホルス トHorstは,1937年2月21日 にブラウンシュ

ヴァイクで生 まれ ました。下の子は,亡 くな りましたが,1941年 にブラウン

シュヴァイクで生 まれました。 この亡 くなった下の子 は,塗 装工でした。若

くして亡 くなったので,マ イスターにはなれませんでした。上の息子は,電

気通信技術者です。彼 は,ま だこの仕事をしています。警報装置や電話など

の関係の仕事ですが,ど こか民間の会社で働いています。

10.性 ・避 妊

私の両親 は,多 分,た くさんの子供は欲 しくなかったので しょう。子供は

姉 と私のふた りだけでした。お金がなかったのですから。父は,昔,よ く「一

週間分の賃金が,1カ 月分の家賃だ」 と言っていました。つまり,光 熱費等

も込みで しょうが,父 は,住 居のために一週間,働 いた とい うことです。私

にとっても,も し,ま だ私が働いているとして,1週 間分の賃金が家賃 とい
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うことにな りますよ。1カ 月分の賃金の4分 の1が 家賃 とい うことです。

私の両親が意識的に子供を2人 しか作 らなかったのかどうかは,分 か りま

せん。私 は,両 親にそんなことを尋ねた こともありませんで したし,何 も聞

いていません。昔は,避 妊具や避妊薬が,今 のように大量に一般的に出回っ

てはいませんで した。

まだ当時 は,み んな慎 ましくて,性 的な行為 をしたり,話 した りするのは,

少し恥ずかしいものと思っていました。今のように,あ か らさまではありま

せんで したとも。私たちだけでな く,他 の若者たちも,キ スをするだけだっ

て,誰 からも見えないような隅っこへ行ったものです。私たちの時代 には,

今の若者たちのように,人 前で大 っぴ らに抱 き合って,キ スをするな どとい

うことはなかったのです。1,2年 前のことですが,道 を歩いている私の前

で,学 校の生徒同士が,激 しくキスし合っていました。15歳 くらいの子供た

ちで した。だか ら,私 は 「君たち,家 に着 くまで待てないの?」 と言ってや

りましたよ。そうしたら,そ の女の子が何 と言ったと思いますか?「 おじい

ちゃん,う らやましいの?あ んたにも,キ スをしてあげようか」 と言った

のですよ。そんな生意気なことは,昔 じゃあ許 されないことでした。昔,私

たちは,『 ホープイェーガー』で自転車協会か何かのダンス・パーティなどが

あった時など,向 い側の市民公園へ行き,そ こでだれからも見 えない死角に

なっている,太 い木の幹の後ろ側 に回って,誰 もそこに立っていないかどう

か,辺 りを見回したものです。それを確かめてか らはじめてキスをした もの

です。今 じゃあ,そ んなことをする若者なんて,も ういません。

昔,1920年 代にも,避 妊具はありました。私が避妊具について知ったのが,

何時,ど のようにしてだったのかは,は っきりと覚 えてい ません。友達同士

で一緒に集 まって,そ のことについてお互いに知っていることを話 し合った

とい うことだったのでしょう。そうでもなければ,普 通,そ のようなことは,

知 ることはできませんでした。何歳の時に,知 ったかも覚えていません。 も

ちろん,も う結婚前 には知っていました。

当時,私 たちが結婚 した頃は,結 婚前は,お 互いに男女の性関係 を持ちま
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せんでした。ほとんどの人達 は,結 婚するまでは待ちました。 もちろん,結

婚式の前 に性関係 を持って,結 婚式の直前に子供を生 んだ人 もいますけれど

も,ほ んのわずかの人々だけでした。いずれにせ よ,私 たちは,結 婚前は性

関係を持ちませんでした。私たちは,賢 こすぎたのです。道徳観から婚前の

性関係をもたなかったのだ,と いうわけではありません。

当時,私 の回 りの人たちの間で起 こった,妊 娠中絶 についての話などは,

聞いた ことはありません。多分,妊 娠中絶 はあったのでしょうが,聞 いた こ

とがなかった というだけの ことでしょう。注意を払っていたわけでもありま

せんし。

11.宗 教 ・政党 ・労働 組合

〈宗教〉

父は生 まれた時は,カ トリックだったのですが,母 が新教だったので,改

宗 した ということです。その後,私 よりも早い時期に新教の教会から脱退 し

ました。多分29年 から30年 にかけての頃だった と思います。

私 は1919年 に堅信礼を受けています。私の姉 も同様に堅信礼を受 けていま

す。青年式Jugendweiheは していません。私が教会 を脱退 したのは,単 に若

者 として,教 会への献金 を払いた くなかったからで した。牧師 も,金 が欲 し

かったら,働 くべきなのですよ。今 もまだ,教 会税 は,月 給から引かれ ます。

独身者だ と,既 婚者よりも,教 会税 を多 く払わなければな りません。私の亡

くなった息子 も,脱 退するつ もりでした。生 きていたなら,脱 退 していた こ

とでしょう。彼 は,い つも腹 を立てていましたか ら。

〈労働組合 ・政党〉

自営業になる前 は,塗 装工同盟Maler-Lackiererverbandに 加盟 していまし

た。これは,後 に今の金属産業別労働組合IG-Metallに なりました。塗装工同

盟には,見 習い工の時,14歳 か15歳 のに加盟 しました。1919年 か ら28年 か,

25年,あ るいは26年 まで加盟 していました。私 も少しばか り狂 っていたもの

で,独 立 して自営業者になるつ もりだったために,脱 退 したのです。
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塗装工同盟に加盟した理由は,先輩の職人達がみな加盟 していたからです。

それに,見 習い仕事につ くやいなやすぐに,活 動家で,半 ぼ従業員代表のよ

うな役 をしていた,私 を指導 して くれる立場 にあった先輩の職人が,私 に「お

前 も同盟に入 らなければいけない」 と言 ったのです。当時,女 性の同僚はま

だいませんで した。塗装工同盟では,役 職 にはっいていませんでした。

20年 代には,私 は政党 に属 してはいませんでした。だから,SPZ)に も入党

していませんで した。私は,労 働者前線Arbeiteij7rontに 入っていただけで,

そこではちっぽけなポス トを占めていました。副会計係で したが,そ れ以上

ではあ りませんでした。

私 は,新 聞 は 『ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァイ ガ リ ッ シ ェ ン ・ナ ッハ リ ヒテ ン』Braun-

schweigerischenIVachrichtenを 購 読 して い ま した が,私 の 義 兄 が,シ ュ タ イ

ン ヴ ェー クSteinwegと リ ッタ ー ブ ル ン ネ ンRitterbrunnenの 角 に あ っ た

『ノ イ エ ス テ ・ナ ッハ リ ヒテ ン』NeuesteNachrichtenを 只 で 貰 えた た め に
,

私 の所 に そ れ を持 っ て き て くれ ま した 。 そ れ で,時 々,そ れ も読 んで い ま し

た 。『フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』Vollesfreundは,家 で は読 ん で い ませ ん で した 。

私 た ち は,後 に結 婚 して す ぐに,『 フ ォル ク ス フ ロ イ ン ト』を購 読 し始 め ま し

た 。

当時,私 がどんな人物 を評価 していたかは,も う記憶 にありません。 しか

し,子 供の時に,公 爵が入城 してきた時 に,私 たちはその入城の様子を見 に

行 きました。私たちは,ハ ーゲンマルク トHagenmarfetの 人垣の中に立って

いました。私たちは,子 供同士で,い つ も「あれは,と って も美男子でスマー

トな男だ」 とか 「あれは,有 能な男に見 える。彼 らは,僕 たちの気に入 るだ

ろう」などと言っていた ものです。そういう意味では,公 爵を評価 していた

のですが,そ の他の人物 については,も う覚えていません。職場でも特に評

価していた人物はいませんでした。工場長 は美男子だな どといった意味でも

評価 していた人物はいませんでした。
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1930年 以前に,私 が属 していた社会は,中 産階級だった といえます。なぜ

か というと,私 は労働者の中にいると気持ちが良いのです。つまり,そ こに

属 しているという気持ちになるのです。 けれ ども,私 自身が下の労働者の社

会に属 しているのだ と思ってはいて も,同 時に上の方の5,000人 に属してい

るのだという気持ちにもなれ るからです。この他 に10,000人 の新興成金の層

がいますが,私 自身はこの層にはまった く関係ないと思っています。 これら

の3つ の層の内の中間で私は心地 よく感 じるのです。だか ら,中 産階級 とい

う言葉を使 ったわけです。つ まり,労 働者で も,あ る程度,自 分の職業を理

解 していれば,中 産階級 と通 じ合 うことができます。違う言い方でそれを表

現するとした ら,つ まり,中 産階級に順応することがで きるということです。

12.祝 い 事 ・余 暇

私の家族 は,い つも各々の誕生 日のお祝いをしました。誕生 日は,と ても

素敵に祝ったものです。クリスマスのお祝い もしました。復活祭のお祝いも

しました。復活祭は,そ れほど重要なお祭 りではなかったけれど,復 活祭用

の卵がありました。5月 祭には,い つ も馬 とビール を乗せた車で森に行った

ものです。ち ょうど,第1次 世界大戦の前です。馬 と車で行ったのです。2

匹の馬が車の後ろからついていきました。5月 の第1日 曜日に森 に出かけた

のです。5月 祭を祝 うためにです。5月1日 のメーデーではありません。い

ずれにせ よ,日 曜 日でした。 この祭 りは,労 働組合 によって催 された もので

したが,た ぶん社民党SPDも 主催団体に入っていたのでしょう。そのお祭 り

には,家 族のだれかが行かねばならないのだ,と いうことはありませんでし

た。だれでも参加 したい者が行ったのです。子供 も,私 たち若者 もです。そ

の他の労働組合のお祭 りや政党のお祭 りは重要ではあ りませんでした。

大晦 日Silvesterも,い つ も祝いました。カーニヴァルの祭 りも祝いました

が,当 時 は,今 のように大がかりではありませんでした。やはり仮装はして

いましたが,今 のような仮装衣装ではありません。私の子供時代で一番すて

きなお祭 りは,ど れも,と てもすてきだったので,優 劣をつけることはでき
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ません。誕生 日だろうとクリスマスだろうと,ま たはダンスを楽しむのだろ

うと,何 かのスポーツ協会や森番をする射撃クラブや自転車愛好家協会だろ

うと,ど れ も同じくらい素敵でした。

ある時,大 晦 日の,妻 の両親の家での宴会から家に帰 る途中のことですが,

二人の友人に出会いました。彼 らは,「森番の射撃クラブ」のクラブハウスに

行 くところで した。サ ッカーボール・クラブの何かがあったのです。「君 も行

くか?」 と私 も誘われましたが,そ の時,私 は,手 にバケツー杯 のパ ンチを

持っていたので,「 この飲み物を家 に置いてから行 くよ」と言 って,後 から行

きましたが,1時 半でした。それか ら朝の6時 まで 「森番の射撃クラブ」で

お祭 りをしていたのです。

その当時,よ く付 き合っていた夫婦がいて,そ の夫婦 と私の妻の誕生 日が

近かったので 一 奥 さんの誕生 日の翌 日が私の妻の誕生 日でしたが 一3人

の誕生 日を一緒に祝いました。

戦争前 は,ス ポーツ協会などにも関心がなかったので,加 盟 していません

でした。なぜか というと,夜,私 は工芸学校に通っていたので,夕 方から学

校が始 まるのです。日曜日も,朝 の6時 か ら10時,12時 まで学校がありまし

た。私は独立するつもりだったので,マ イスター資格 を取るつもりで した。

だか ら,学 校へ行ったのです。 とにか く,私 は演劇グループや青少年グルー

プや,他 の教会などの会などのどれにも所属 してはいませんでした。

私の妻 と知 り合った時は,ダ ンスに行 くということはありませんで した。

ダンスは好 きではあ りませんでしたか ら,つ い,一 杯飲みに行 く方に向いて

しまったのです。私の両親は,遊 び といっては何 もしませんでした。私たち

が家に帰って くるのを待 っていただけです。両親 には,余 暇 はありましたが,

居酒屋に行 くことはあ りませんでした。父は,家 にた くさんのビールがあっ

たので,祝 い事をする時で も,私 たちは全然ビールを買わなくてもよかった

くらいです。余暇にやった ことといえば,日 曜日に,ち ょっとヌスベルクへ

行った り,あ るいはシュッツェン広場Schde'tzenPladeの 年の市に行 くくらい

で,他 には何 もしませんで した。
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ヌ ス ベ ル ク の 素 敵 な レ ス トラ ン の 「ク ヴ ェ ル マ ー ・ヴ ァル ト」Querumer

肱 躍 に は,両 親 と よ く行 き ま した 。子 供 た ち は,両 親 の 前 を歩 き ま した 。悪

戯 を した ら,両 親 は後 ろか ら見 る こ とが で き ます か ら。 途 中,顔 見 知 りの他

の 家 族 に 出 会 い,そ うい う時 に は,レ ス トラ ンで は,両 親 は い つ も彼 ら と同

じテ ー ブ ル に座 り ま した 。 そ うい う時 は,持 参 し た物 をい っ し ょ に使 い ま し

た 。 昔 は,ヌ ス ベ ル ク で は,コ ー ヒー 豆 を持 参 し,家 族 用 に 自分 で コー ヒー

を滝 れ る こ とが で きた の で す 。『古 い習 慣 は な くな っ て い ませ ん 。こ こで 家 族

は コー ヒ ー を滝 れ る こ とが 出 来 ます 』 と書 か れ た 看 板 が あ った もの で す 。 つ

ま り,自 分 た ち の人 数 分 に合 わ せ た コ ー ヒー ポ ッ トを そ こで探 し ます 。2リ ッ

タ ー,3リ ッタ ー,ま た は4リ ッタ ー 入 りの ポ ッ トを探 して,コ ー ヒー の粉

を そ の 中 に入 れ る と,熱 い お 湯 を入 れ て くれ る とい うわ けで す 。 当 時,ポ ッ

トに 一杯 お湯 を入 れ て も ら っ て,硬 貨1枚 分 か15ペ ニ ッ ヒで した。ケ ー キ は,

持 参 し な け れ ぼ な り ませ ん で し た。 ケ ー キ は,そ こで 買 う こ とは で き ま し た

が,買 う と高 か った の で,母 が 自分 で 焼 い た の で す 。 そ こ に集 ま る人 々 は,

み ん な 労 働 者 で した 。 そ の 他 に は,銀 行 の頭 取 な どは い ませ んで した が,中

流 の ホ ワ イ トカ ラー の職 業 の 人 々 もい ま した。 全 部 が 労 働 者 とい うわ けで は

あ り ませ んが,80パ ー セ ン トは,労 働 者 で した 。安 か っ た か らで す 。 労働 者

は お金 が な か っ た の で す か ら。 他 の人 た ち も,同 じ よ うに して い ま した 。 ピ

クニ ッ ク に行 くレス トラ ン と は,こ この 『ホ ー プイ ェ ー ガ ー 』 や,市 民 公 園

の 『ホル ツ ガ ル テ ン』な どで した 。 そ れ に同 じ市 民 公 園 の ヴ ォル フ ェ ン ビ ュ ッ

テル 寄 りの 給 水 塔 の 所 に あ る 『パ ー ク ハ ウ ス』 な ど もあ り ま した が,こ こ に

は広 い芝 生 が あ っ て,夏 に な る と,子 供 達 は こ こで 寝 転 が っ て 昼 寝 を して い

た もの で す 。 オ ー カ ー 川 は,当 時 は まだ きれ い で した 。 だ か ら,2,3カ 所

の 水 浴 び 場 が あ りま した 。 で も,女 性 用 と男 性 用 が 分 か れ て い た の で,私 た

ち子 供 は,隙 間 か らの ぞ い た も の で す 。 み ん な悪 ガ キで した か ら。 当 時 は,

ま だ トッ プ レ ス で 水 浴 び を す る婦 人 は い ませ ん で した 。

市 民 公 園 の 『パ ー ク ハ ウ ス』は,と て も とて も素 敵 で した 。 『オ ル パ ー の 水

車 小 屋 』OIPerMtihleも 素 敵 な レ ス トラ ンで した 。 ピ ク ニ ック の 場 所 は,両
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親がその時に行 きたい所へ行 くということで決 まりました。母が,ま だ家事

の仕事を終 えていない時な どは,父が私たちを連れて近場へ行ったものです。

父 は,家 事 を手伝 ったりはしませんでした。ほ とん ど毎 日曜日に,こ のよう

なピクニ ックにでかけましたが,後 に,私 は小学校の1年 生の時に自転車を

買って もらいました。復活祭に,こ の自転車 をもらったのです。最初のサイ

クリングには,今 ノカントホーフ学校1動 磁(廊6鰯 θのある,練兵場に行 きま

したが,そ こでカーブを切れずに,ビ ール運搬馬車の車 と馬の間に突っ込ん

で止 まりました。私が6歳 の時で したが,ハ ンドルにかろうじて手が届 くく

らいでした。 ビール運搬馬車の御者 は,私 が突っ込んで くると思ったので,

停 まったのです。だか ら,他 の車は通 っていませんで したし,何 の怪我 もせ

ずにすみました。

この練兵場は,冬 になると,水 をかけて,凍 らせました。そして,私 たち

のスケー ト場になったのです。このスケー ト場のシーズン券 は,25ペ ニッヒ

で した。25ペ ニ ッヒじゃあ,今 ではガムひ とつ買えませんよ。それから鉄橋

前の小公園の池 もスケー ト場 になりました。ここは40ペ ニッヒでした。そこ

の木のバラック小屋の中には大きなス トーブが2つ ありました。そこで暖を

とることがで きたのです。コーヒーや水が,一 杯5ペ ニ ッヒでした。

私 の 両 親 が,日 頃 付 き合 っ て い た の は,ほ とん どが 親 戚 で した 。 母 と父 の

両 方 の親 戚 で す。 両 親 は,お 金 が あ り ませ ん で した か ら,飲 み 屋 や 居 酒 屋 な

どへ は出 入 り して い ませ ん で した 。

で も,私 自身 は,よ く居 酒 屋 へ 出入 りし て い ま した 。 特 定 の ひ い きの 居 酒

屋 だ け とい う こ とで は な くて,ど ん な小 さ な居 酒 屋 で も,ど こへ で も行 き ま

した 。 当 時,『 シ ュ タ ッ ト ・ヘ ル ム シ ュ テ ッ ト』StadtHelmstedtと い う居 酒

屋 が あ りま した が,こ こへ 私 も出入 り は し ま した が,常 連 と して で は あ りま

せ ん 。 この 居 酒 屋 は,共 産 党 員 の飲 み 屋 で した が,別 に そ れ が厭 だ とい うわ

け で は あ り ませ ん で した 。 で も,こ こ に は,1度 か2度 行 った だ け で す 。 そ

の他 に は,『 自 由』Freiheilや 『煙 取 り』Rauchfangや 『プ ブ リ ッツ ェ』Pubritze
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などという名前の飲み屋がありました。シュタット・ヘルムシュテット以外

は,共 産党員の飲 み屋ではあ りません。一番大 きな共産党員の飲み屋 は,も

う名前は忘れてしまいましたが,高 台にあった飲み屋です。日曜 日か月曜日

の朝の2時 頃,乳 母車を引いて,こ の飲 み屋に入 っていきました。私たち夫

婦 ともう一組の友人夫婦 と一緒で した。彼 らには,た ぶん1歳 か1歳 半 くら

いになる娘がいました。 この飲 み屋へ行 く途中,歳 とったお婆さんに出会っ

たのですが,彼 女が私に,こ んな夜中に乳母車 を引いて歩いていて,恥 ずか

しくないのか,と 聞いてきました。私は,「 もし,恥 ずかしい と感 じたら,乳

母車を引いて歩 きはしません とも」 と答 えたものです。そして,私 たちは飲

み屋の中に入っていきましたが,中 は共産党員でいっぱいでした。でも,だ

か らというって共産党員が私た ちに厭が らせをした ということはあ りませ

ん。当時は,社 民党員だろうが,共 産党員だろうが,ど ちらでも良 くて,そ

んなことは,か まわなかったのです。

つまり,彼 らがお互いに殴 り合いをするとしたら,社 民党員か共産党員か

どちらかの誰かが,そ の前にビール を飲 んで酔っぱらった挙 げ句に,か らん

で,い ざこざを起 こし始めた とい うだけの ことでした。相手 を非難 した りし

て,領 分 を侵 し,殴 り合いが始まるという風でした。ほとんどは,そ ういう

形での喧嘩で したよ。政治的に深刻なものではな くて,相 手 を馬鹿にした態

度が原因で始 まる喧嘩がほとん どでしたか ら,ば かげた喧嘩だったのです。

私は,こ の近 くの,今,建 物が壊 された場所にある,『フィアヤーレスツァイ

テン』Vier7'ahreszeitenに42年 間,通 い続けました。だから,私 は,こ の飲

み屋の歴代の主人 をみな,知 っています。

私はいつ も4人 か5人 の仲間 と一緒 に行動 していて,土 曜 日には,い つも

外に出て,あ ちらへ,こ ちらへ と行った ものです。そうして楽しい夜 を過ご

したのです。そして日曜 日の朝には,午 前の軽い酒の飲み会 をしました。父

もその場 に招待 した時などは,父 が 「1時 には食事だけど,も う12時 半だ。

家に帰 らなければ」 と言 うのにたいし,私 は 「ああ,ま だ,帰 るには早すぎ
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るよ」 と言います。父は家に帰 り,私 は,翌 日の朝3時 頃に,や っと,家 に

帰るのです。それどころか,月 曜 日の仕事が終わった後に帰ったこともさえ

もあります。母 は,そ んなこともあるのを知っていましたから,心 配 しませ

んでした。昔は,労 働者は1週 間分の賃金 を持って,居 酒屋に行 くこともで

きたのです。そんなことをしても,彼 らが100マ ルク紙幣を使ったのか とか,

500マ ルク紙幣を出したのかなんて ことを,誰 も見た りしませんでした。


